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全支部・全分会・全班大学習運動を 
 

  36 
 
 
 中央憲法会議は 12月 25日、今年最後の担当常任幹事会をひらき、来年３月７日
の全国総会に向け、憲法改悪反対の国民的運動を展開するための学習・宣伝に必要

な体制づくりを急ぐことを確認しました。また、当面の運動として、９条改悪反対

の署名運動と結びつけつつ、「国民投票法案」反対の取り組むことも確認しました。 
                     

自由法曹団等と共同で 
憲法改悪反対の運動を推進するうえ

では、学校教育の場などでの憲法教育

が手薄になっていることから、学習運

動が基本であることを確認。地域での

学習とともに、各団体の支部・分会・

班で一度は憲法学習会を開くことを推

進するため、当面、５人～10人の学習
会にも対応できるよう 1000 人規模の
講師団をつくることとしました。 
①講師団は、自由法曹団、労働者教

育協会、歴史教育主協議会などと協議

し、統一した講師団にする。受付窓口

を各都道府県に最低でも一ヵ所設ける。 
② 講師は、学者、弁護士、教員ら

とともに、労組や民主団体の幹部も登

録してもらう。そのための講師養成講

座も開催する（中央レベルでは２月 20  

 
「憲法改正国民投票法案」に 
 反対する院内集会のご案内 
 
◇と き １月 23日 14：00 
◇ところ 衆院第２議員会館 第

１会議室 
◇お話 隅野隆徳・専修大学教授 
◇発言 各党議員、各界から 
主催／「５・３憲法集会」実行委

員会 
 
日を予定）。 
 ③講師登録運動は、関係団体と協議

のうえ、1月の早い時期に開始する。 
手軽な憲法条文冊子も作成 
会議では、「憲法９条ポスター」が、

草の根の熱い想いと合致し普及 13000
枚を突破したこと、リーフレット、ブ

ックレットの作成作業が進行している

ことが報告されました。同時に、学習

1000人規模の講師団編成めざす 



会で参加者全員に配布できる安価な憲

法条文の冊子を求める声が強いことか

ら、その作成を急ぐこと、各界の力を

結集してビデオの作成に取り組むこと

を確認しました。 

メーリングリスト試動へ 
9 月の拡大常任幹事会の確認にもと

づき、全国総会を機にメーリング・リ

スト会員募集の大運動をおこないます

が、すでに参加希望者もいるため、1
月から試験的に運用を開始することに

しました。 
①メーリング・リスト加入希望者は

憲法会議の個人会員とし、次の 2種類
とする。 
 ＊一般会員 年会費 3000 円（メー
ル情報を受信できる） 
 ＊特別会員 年会費 10000円（メー
ル受信のほか『月刊憲法運動』の送付

を受ける） 
 ②週 1回、中央憲法会議からメール
情報を送るとともに、会員相互の情

報・意見交換がおこなえるものとする。 
 ③会費は一定額、都道府県憲法会議

に配分する。また、現在の都道府県憲

法会議の個人会員がメール配信を希望

する場合は、会費等について個別に協

議する。 

憲法改悪をめざす動きから 

 【小泉首相】 25日、地元紙の新春
インタビューに応じ、改憲問題に言及

し、「（九条で）戦力不保持も規定され

ているが、（自衛隊が戦力ではないと）

多くの国民は信じていない。戦力でな

い自衛隊だったら持つ必要はない」、 

 
「国連より日米安保が大事」 

 
 アーミテージ米国務副長官は 23
日、「日経新聞」のインタビューにお

うじ、日本国内にある国連重視の声

があることについて、「日本の安全

保障の第一にくるのは国連ではなく

日米安保関係だ」、「日本が戦後に署

名した最も重要な公文書は日米安保

条約だ。国連憲章は 2番目だと思う」
と述べたといいます。 
 同副長官はまた、日本が自衛隊の

イラク派兵を決定したことは日米同

盟関係を強化するものと高く評価

し、日本が国際社会で果たすべき役

割の大きさを強調したといいます。

（12月 25日「日経」） 
 アーミテージ氏は、これまでも日

本をまるで属国のようにみなして日

本の政治に介入する発言を繰り返し

てきました。この日の発言は、自衛

隊の海外派兵体制をさらに強化する

ことを求めただけでなく、日本を国

連から切り離してアメリカとともに

世界から孤立する道を歩ませようと

するものです。  
改憲案で「国際社会に日本がどのよう

なかたちで協力し、平和と安定を維持

できるのか。その際の貢献はどうある

べきか、自衛隊はどうあるべきか」を

示したいと述べました。 
また、改憲案を作れば、「民主党から

もこうすべきだ、ここは同じ、ここは

違うという考え方が出でくる。議論を

喚起することが大事だ」と、民主党の

賛同を取り付けに意欲を示しました。 
【自民党憲法調査会】 22日の会議
で改憲案の論点整理をまとめる「憲法

改正プロジェクトチーム」のメンバー

を当選２－５回の中堅・若手に刷新。 


